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2022 年度・図書部会報（資料紹介編②） 

 

【駒東出身の先生方にお話しをうかがう】 

 

 駒場東邦には、専任や講師を含め 100名を超える多くの先生方がおられます。その中に、駒東出身の先生方が

数名いらっしゃいます。今回、図書部では、部員による書評にあわせ、駒東出身の先生方に資料室に保管された

資料（卒業アルバム、体育祭・文化祭パンフレットなど）を見ていただきながら、当時の色々なお話をうかがい

ました。 

 

日時：3月 2日（木）昼休み 

場所：資料室 

参加者：大那 貴治 先生 ／ 数学科 （２０回生） 

佐藤 彰夫 先生 ／ 数学科 （３２回生） 

野口 昌志 先生 ／ 数学科 （４５回生） 

岡野 宏也 先生 ／ 音楽科 （５１回生）  

伊藤 勇人 先生 ／ 生物科 （５２回生） 

（インタビュー：図書部部長 54R米津 ／ 図書部顧問・橋本） 

 

≪制服の変化≫ 

資料室に保管されている「学帽」・「学校指定のカバン」「体育館履き」「校章」のほか「体操着」の変化について、

おうかがいしました。（以下、先生方の敬称略、自然な話し言葉を尊重して書き起こしを行っています。） 

 

図書：資料室には、色々なものが保管されておりまして、これが「学帽」ですね。 

岡野：それは相当、昔ですよね。初めて見た。 

野口：僕も初めて見た。話に聞いたことはある。 

図書：ちなみに大那先生は、学帽はお使いになっていましたか？ 

大那：私はね、中学は必須だったの。で、高校は任意だったのですけども、私は高 2 の真ん中ぐらいまでね、   

帽子をかぶっていました。 

図書：中学と高校の学帽自体は一緒ですよね。一緒に学帽に付ける校章が保存されていました。（注・写真参照） 

大那：（帽子用の校章は）中学校は「中」の字になっていて、高校は、いわゆる昔の「髙島屋」の「髙」で複雑な

方の旧字で、結構かっこよかったんだよね。（注・以下の写真参照） 

図書：学帽の校章は購買で買うのですよね。 

大那：うん、そう。 

図書：昔の襟に付ける方の「校章」も保管されておりまして、こちらは、現在のように学年の色がなく、当初は

銀一色だったようです。 

伊藤：いつから色付いたのですかね？ 

野口：僕の時代は、色が付いていました。 
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大那：僕もグリーンの襟章を付けていたから、よっぽど昔からじゃない？赤、青、緑が決まっていない、     

そういう時代だったのかもしれないな。（注・学年色は、学校発足当時なかったようです） 

伊藤：体育祭の記念バッジというのが昔あったみたいですよ。（注・優勝した組の色が背景になっています） 

大那：僕の時代にはないね。 

伊藤：（バッジの裏に）65年って書いてありますね。                  

大那：1965年（注・昭和 40年） 

野口：というと、30回生ですかね。 

岡野：彰夫先生の頃。 

大那：（学校が）できたのは 1957年だからまだ創立 10年経ったか経たないかの頃？ 

 

（学帽と学校指定のカバンや体育館履き）      （学帽と制服用の校章と体育祭の記念バッジ） 

 

          

 

図書：彰夫先生の時代は、学帽はありましたか？ 

佐藤：ありました。中学は制帽・制カバン。 

図書：ちなみに靴も保管されていますが。 

佐藤：この靴は、体育館履きです。 

野口：私の頃（体育館履き）は、今の学年のカラーがついているものになっていました。 

岡野：我々の時は、運動着めちゃくちゃダサかった。 

伊藤：あまりにも下がダサかったから、いつも勝手に違うのを履いていました。 

（注・何年か前まで体操着は上下白色でした。後半の卒業アルバムの写真参照） 

岡野：下が（ジャージのように）つぼまっていて、結構動きやすかった。 

図書：体操着も時代とともに変化していったのですね。 

岡野：まだ、（学校指定で着用する）ジャージがなかった頃ですから。 
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≪学校の変化≫ 

 

図書：教える側になって気づいたことや、こういう点が自分の時代と違うなあということが何かありますか？ 

伊藤：急激に IT化が進行していますよね。みんなが物置に使っているような、あの前の窪み？黒板の脇の窪み、

あそこにブラウン管のテレビが入ってて。 

野口：ブラウン管は、実際に見たことがありますか？家にあった？子どもの頃。 

岡野：無いですね。気がついたら頃には液晶でした。 

図書：ちなみに、レコードって見たことがありますか？ 

岡野：うちの祖母の実家にあります。 

野口：レコードは、見たことがあります。 

伊藤：あるけど、使ったことはないですね。 

図書：おそらく、昔の体育祭や文化祭で使ったと思われるレコードも保管されていました。 

野口：音源が昔は今とは違うでしょうからね。 

図書：当時のアイドルやヒット曲が多かったようです。色々な行事で使っていたと思うのですが、 

今はもうレコード自体を見たことないですよね。 

伊藤：現物はないですよね。使っているとこは見たことないから…。 

大那：これはもしかしたら値打ちものかもしれないね。 

  

   （行事で利用されたレコード）       

         

 

≪駒東の先生になったきっかけ≫ 

 

図書：次の質問に行きます。印象に残っている先生の思い出は特にありますか？ 

岡野：僕は彰夫先生担任だったんです。 

佐藤：私は大那先生が担任だったんです。 

図書：そういう繋がりがあるのですね！ 



4 

 

大那：僕と佐藤彰夫と野口は、20,32,45回生で、大体年代が 12年ずつ干支の間隔なんです。…12歳、13歳違う

けどね。 

図書：ちなみに、数学の先生が多いのは何か縁があってという感じなのですか？ 

大那：いやいや。 

図書：教育実習に来て、スカウトみたいな感じなのでしょうか。 

佐藤：数学だと、ねえ、数学使う仕事って…。 

図書：教育実習とかがきっかけで､もう 1回会ってみたいな感じはありますよね。 

大那：だって、国語の先生、ねえ、昔は森田正治先生もいらしたし、理科にも生物にいらしたし、物理も…大昔

私が生徒の頃にいましたし、社会の中村憲治先生もいらしたし、決して数学だけではなかった。 

岡野：たまたまこの世代だけ取り出したら､数学がちょっと多い。 

大那：そうね、この時代は、まあなんだかんだ…やっぱり､うちの生徒は､なんておっしゃるかわかんないけど、

（岡野先生や伊藤先生に向かって）先生って大変な仕事だなって思ってたよね。やっぱり一番身近のお父

さんの仕事ってそう見るわけじゃないだろうけれども、教員の仕事って、まあ半分ぐらいかもしらないけ

ど、まあかなりの部分（教員という仕事を）見ていると思うんだよね。 

図書：（岡野先生や伊藤先生の）お二人はどういうきっかけでここに勤められたのですか？ 

岡野：僕はもともとここで働きたいとずっと（音楽科の）小髙先生に伝えていて。 

図書：生徒の頃から？ 

岡野：大学は音大行ったんですけど、音大に行ってる時から駒東のブラバンの合宿は毎回 OB としてついて行っ

て、それで、小髙先生の前任の石居先生が退任されるときに声かけてくださって、「お願いします。」と。 

伊藤：私は修士卒業して、どこかに就職しなきゃなあと思っているところに、たまたま人が足りてないから、  

やれる人いないかと堤裕史先生が探していて、で、本当にたまたまそこに遊びに来ていた僕の同期がまあ、

そいつが「あいつなら閑だ」と言ってくれて。 

図書：連絡しようみたいな…。 

伊藤：で､ここで働こうって。それを聞いたのが 3 とか 4 月…ギリギリだったんですよ。人が足りないギリギリ

の時だったから声かけやすい人にかけたのかなあと思うんですけど。 

 

（文化祭のパンフレットも時代によって大きさが変更されています）        
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≪体育祭・文化祭での思い出≫ 

 

図書：文化祭と体育祭で思い出に残っていることは何ですか？ 

野口：教員になってからの方が思い出に残っていることがあるんですよ。生徒の時はあまり積極的に関わって 

なかったんですよ。 

図書：体育祭は、今とあまり違いはないのでしょうか？デコレとか。 

野口：デコレとかは昔からありました。 

まあ、さっき言ったように文化祭はやはり表立って文化祭委員ていう名前で活動する人は増えましたね、

最近は。昔は本当に委員長ほか数名でやってましたけどね。 

（注・45回生のパンフレットでは、文化祭実行委員は 30名でした。） 

図書：大那先生の時は、デコレとかありましたか？ 

大那：もちろん。国語科の森田先生達の時代は実際に生徒が建てていたんです。僕は正直言って運動音痴なので、

あまり積極的ではなかった。高 3 の時は真面目にやったんだけど、日曜日に雨になっちゃって昔は      

(体育祭は)日曜日だったんで、雨になっちゃって、もう僕はてっきり中止だと思って、しかもその日は    

旺文社の模試があったんですよ。で僕は当然今日はだめだと思って模試を受けに行って。確かに体育祭は

翌日に順延したんですけど、僕の仲間たちは学校に押し寄せて, 

（当時校長の）高山先生に絶対（体育祭を）やらしてって、高山先生はいらっしたのかな？「公宅」って      

昔あったんです。正門の右側、左側に…教員住宅、まあ、アパート、3階建てで 12軒あったのかな。 

図書：今のどの辺ですか？ 

大那：後援会棟。 

図書：邦友会事務室やカウンセリングルームがあるところですね。 

大那：そこに体育の先生とか住み込んでいて…公宅に押し寄せて「（体育祭を）やらしてください！」それこそ 

土下座して頼んだ。翌日、私は何食わぬ顔をして、「順延だから今日だよね。」って言ったら「お前、なぜ

昨日来なかったんだよ！」って。いまだに同期会とかあったりすると、言われるんです。黄色だったんで

すけど。 

図書：彰夫先生はどうですか？体育祭や文化祭は？ 

佐藤：そうですね。体育祭は、私は小っちゃくて足も速かったんで騎馬戦は上に騎士をやりました。中 1の時の

騎馬戦は、最後まで残ったんですよ、なぜか。逃げ足も速くて。あとは東邦連峰も登ってました。 

大那：当時も、マッスル系だったんだね。 

佐藤：そんなことないです（笑）。当時の写真を見てるといろんな、今では、こういったもの禁止ですよね。この

足を上げてとか…、こんな感じに乗っかって、事故があったという印象はないです。 

岡野：…足をあげて、エビ反りになってましたね。スピードが出るから。 

（注・現在は、安全に配慮したり、人工芝になった都合から、ルールなども変更されています。32 回生の

卒業アルバム参照） 

図書：51回生の卒業アルバムをみると、観客が傘をさしていますが、雨だったのでしょうか？ 

岡野：降ってましたね！（注・51回生の卒業アルバム参照） 

伊藤：降ってた、降ってた！ 

岡野：（中止にせず）無理やりやってましたね！ 

野口：元々6月あたまに（体育祭を）やっていて、当日に雨が多くて、（5月に）日程を変えたんです。 

岡野：体育祭やって、創立記念日が来て、休みという流れですね。 
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佐藤：あと、エールは、まったく違って劇仕立ての比較的下級生を巻き込んで、黄色だったんですけど。（内容的

に）この後になって、こういうものはどうなのって話になったんですけど、中 1まで巻き込んで色々やら

せてましたね。 

野口：ダンス系になりましたね。 

佐藤：そういうのが主流になって、体育祭は、だいぶ変わったなという印象です。 

岡野：劇をやった後、ダンスやりました。 

野口：劇も、当時は音響設備が今ほどちゃんとしてなかった。音声が聞き取りづらくて「何かやってるな」    

みたいな。中身を知らないとよくわからない感じでしたね。 

 

（傘をさしながらの応援、51回生の卒業アルバム）  （上下白の体操着や大井川、32回生の卒業アルバム） 

       

 

≪学校周辺の変化≫ 

 

図書：この学校周辺の変化で何か気づいたことありますか？ 

野口：最近、駒場東大前のマックなくなりましたね。あれは私が生徒の頃にできました。それまではなかったで

すね。（注・マクドナルド駒場東大前店は、今年の 1月 31日に、23年の営業を終えました。同じく学校に

向かう途中のクリーニング屋さんも 50年にわたる営業を、今年 2月に終えました） 

岡野：日通（日本通運）の通り抜け、ダメだって言われつつ日通のとこ毎回通り抜けましたね。通り抜けして   

登校してましたね。 
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野口：日通があった頃、知ってる？知らないか。大橋病院があるところが日通の運送センターみたいな感じで、

まあ同じようなルートで池尻に通り抜けられるような形になっていて、でもまあ、そこを通らずに大回り

して行けっていう風に、学校からは言われていたんです。 

伊藤：周辺住民も、みんな歩いてたり、私は駒場だったからあんまり通らなかった。思い出のお店がどんどん  

なくなって寂しいですね。 

佐藤：「こまばエミナース」っていつまであった？ 

野口：私の頃はまだありましたね。 

岡野：結構最近ですよね、なくなったのは。プラウド…。 

図書：淡島通りの「プラウド」というマンションが、「こまばエミナース」というコンサートホールやホテル   

みたいな施設だったんですよね。 

 

≪駒東に入学して（働いてみて）良かったこと≫ 

 

図書：最後の質問です。駒東に入学して（働いてみて）良かったことを教えてください。 

野口：駒東に入学したから今、駒東で働いている。つながっているのは、実感として良かったなと思いますよ。 

図書：大那先生は？ 

大那：僕もそうだよね。人生 63年目だけれども、ここで勤めて 40年で、子どもとして 6年で、ほぼ、もちろん

半分以上ここで過ごしているからね。40何年もいるとね、そんなに大きく変わってないんだよね。町並み

は変わっているけど、お店屋さんとかね。とりあえず、まあ、駒東以外はほとんど知らないで、今思うと

別の人生も当然ちょっと、ボタンを掛け間違えればあったのかもしれないな。たまたま（当時の駒東の  

先生方から）お前来いよと、僕たちの時は、私の時は試験が無かったから、就職試験があるんですよ、今。

ここのお 2 人（佐藤・野口先生）は、それでクリアーした優秀な人たちなんで、立派な人たちと一緒に  

受験してくださって…（当時の先生方に）「ちょっとお前来いよ」と言われて「わかりました。」と言って

勤めただけなので、そのまま大学院に残ってたら、また違う世界が開けるかもしれないなと思って…でも

まあ、あなた（図書部部長）みたいに卒業生を大事にする後輩がいるので、駒東に入学して働いたことは

良かったですね。 

図書：資料室も整理され、過去の資料も色々見られるようになりましたので、それが今回の企画のきっかけでも

あるのですが。佐藤先生はどうですか？ 

佐藤：まさかここまで駒東に関わるとは思いませんでしたけど、まあ本当に幸せだなあと思いますね。好きな  

ことやって、数学で色々と（母校に）関わらせていただいているので、本当めぐりあわせだと思うんです。 

図書：岡野先生と伊藤先生は、どうですか？これからという感じかもしれませんが。 

岡野：子どもの時の人間関係は今も続いているんですね、大学の友人より駒東の友人のほうが、今現在つながり

が深いですね。そういう意味での人と人とのつながりという一期一会がすごいちゃんと良いものを作って

いるのではないかなあというところで、言わば駒東に入って働いていても、いろんな考え方の人たちに  

囲まれていて毎日進歩がある…というところでの良さっていうものがあると思います。 

伊藤：私は駒東の生徒の時代から、ギリギリ卒業できるかという感じのところから救っていただき、何とか大学

にも入れていただき、何と就職まで斡旋していただいて、本当に…人生がまともに回ってない感じなので、

本当に感謝しかないですね。いろんな先生方がいらっしゃって、そのおかげだし、恩返しがこれからでき

たらいいなという風に思います。 

図書：本日は、お忙しい中、ありがとうございました。 
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（それぞれ在校時代の文化祭パンフレットを持って記念撮影。左から、佐藤彰夫先生・伊藤先生・大那先生・  

岡野先生・野口先生・図書部部長の米津） 

 

大那先生、佐藤彰夫先生、野口先生、岡野先生、伊藤先生、お忙しい中貴重なお話を聴かせていただき、ありが

とうございました！大那先生は、今年度でご退職なされます。長きにわたりご指導いただきまして、ありがとう

ございました。 

                                             (2023.3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


